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ABSTRUCT

A longitudinal and retrospective cohort study about child growth was investigated about

236 boys and girlslived in rural, urban and middle regions in Aichi prefecture, 1980. Heights,

weights and Rohrer indices (weight/height3) of each boys and girlswere taken by health records

from first grade to final grade during the general public education (ages 6-14). Means of the

three measurements was compared among three regions, and the quationnaire was also investi-

gated to estimate the relations between regional differences and the factors caused them.

Height, weight and Rohrer index fell more clearly during allgrades in the rural boys than in the

urban and the middle boys, but these trends was not appeared in girls. In girls,weight and

Rohrer index of the middle girlswere lower than those of the rural and the urban girls,signifi-

cant differences at final grade. The summary of the relation was, in a general way; such rural-

urban differences had an effect of nutritional and/or socioeconomic factors in boys and an

effect of exercise factor in girls. It suggests more detailed investigation is necessary.

研究の目的

児童生徒の発育に関する学校保健的,広義には公衆衛生学的研究は,その研究目的に応

じて,対象を全国もしくは都道府県レベルの大きな集団から,小さくは1地域の1学校集

団のみに限定したり,横断的にみるか縦断的にみるかなど様々な疫学的手法を駆使してい

る。その成果として発育には性差,年齢差,個人差,地域差1)及び時代による差2)のある

ことが判明している。そしてこれらの差が生じる要因として,遺伝か環境か、また,環境

のうちでも栄養,運動,生活習慣及び社会経済的要因など多くの要因が論議されている。

また最近は,身長,休重に代表する長育,幅育に焦点をあわせるのみでなく,発育のバ
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ランスさらには肥満に対する研究が重要視されている。この小児期の肥満は精神衛生上の

問題のみならす,血圧の上昇や5)慢性疾患の危険囚子であるとされている。さらに小児肥

満は成人肥満に移行しやすく、成人の肥満者は正常者に較べて高血圧,糖尿病,心臓血管

障害,肝臓障害など多くの成人病への罹患率が有意に高くなっているプ)11)このように,成

人病の崩芽は小児期にあり,小児肥満は学校教育上の問題のみならす,医学的課題でもあ

る。

本研究は,都市と農村の学童の生活は近似化しているとはいえ,身長,体重及びロー

レル指数でみる発育の地域差はどのようになっているのか,また,それに影響を及ぼす要

因として何か考えられるのかを,縦断的後向きコホート分析により究明することである。

研究の対象及び方法

対象は愛知県の農村部,都市部及び地理的に両者の中間に位置する(中間部)3地域の

中学3年生236名である。うちわけは,農村部として東加茂郡A村(人口密度36.0:昭和

50年国勢調査14))のA中学男子29名,女子25名,中間部として豊田市(同858.8)のB中

学男子24名,女子26名,都市部として名古屋市C区(同3160.7)のC中学男子72名,女子

62名である。なお,対象者はいすれも小中学校をとおして同一学区内に居住し,さらにB,

C中学にっいては同一小学校出身者のみに限定した。

発育状況を示す指標は,各対象者の小学校1年から中学3年までの身長,体重及び肥満

度指標としてのローレル指数である。身長,体重は各対象者の健康診断票より求め,それ

よりローレル指数(体重/身長3)を算出した。また,発育指標に影響を及ぼす要囚とし

て イ。食生活習慣及び食品摂取要因 口。運動及び生活行動要因 ハ。社会経済的

要因について,評定尺度法による質問紙調査を実施した。調査時期は昭和55年2月である。

解析は各指標及び要因ごとに地域別平均,SDを求め,平均値の差の検定にて比較検討し

た。

研究の結果

1｡身長,体重及びローレル指数の9年間の推移

男子の身長,体重の各年次平均値の推移を図1に示す。A中学男子の身長及び体重は,

他のB,C中学より全学年をとおして劣る傾向にあった。特に身長では,中学2年でA中

学男子はC中学男子より有意に低く(P<0.05),同様に体重においてA中学男子が他中

学男子より有意に低い学年は,B中学とは小学2, 4, 5, 6年及び中学2年であり,C

中学とは小学3,5,6年及び中学2年であった(P<0.05)。一方,女子については

(図2),男子でみられた農村部A中学と他地域のB,C中学との明らかな差は認められす,

中学3年で,B中学女子の体重はC中学女子より有意に低い値(P<0.05)を示したにす

ぎなかった。これにより,農村部児童生徒の身長及び体重発育は,他地域と比較すると,

男子は劣る傾向を示したが,女子はほとんど差がないという,男女異なる結果が得られた。
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fig2, Curves about means of heights. weights during the
general public education (girls)

-

41



松 井 利 幸

fig 3 C urves about means of Rohrer indices during the
general public education ( boys)

Grade

fig 4 Curves about means of Rohrer indices during the
generaI public education (girts)
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令国平均値とは,やはりA中学男子の身長,体重が全国より劣ることが判明した。

同様に,ローレル指数の年次別平均値の推移を図3(男子),図4(女子)に示す。男子

のローレル指数は,小学1年から学年が進むにつれて直線的に下降し,女子のローレル指

数は低学年のうちは男子同様下降するが,小学5年を最底値とし再び上昇する,いわゆる

U字曲線を描いた。地域差については,農村部A中学男子のローレル指数は他のB,C中

学のローレル指数と較べて,すべての年次において低い結果を示したが,有意差は認めら

れなかった。女子では,すべての学年で中間部B中学のローレル指数が他地域のA,C中

学女子のローレル指数より低い値を小した。特に小学4,5年,中学3年次でB中学女子

のローレル指数はC中学女子のローレル指数より有意に低い値を小した(P<0.05)。以

上のことは,都市部と中間部の男子は農村部男子より肥満傾向にあるといえるが,農村部

男子の身長,体重が他地域の男子より劣っていることから,むしろ農村部男子の発育不良

の傾向が示唆された。一方,女子においては,中間部女子は他地域の女子より身長におい

て劣るわけでなく,よりスマートな体型を維持していることが示された。

2｡発育に関連する生活環境要因の地域差について

イ。食習慣及び食品摂取要因

表1に地域別平均値と検定結果を示す。食習慣のうち,「夕食をとる時間」,「主食は米

またはパン「主食と副食の量的割合]の3項目について有意な地域差を示したが「朝食

の欠食」,「間食回数」,「好ききらい」は有意な地域差を示さなかった。A中学男女とも他

地域より副食より主食を多く摂取し,その主食らほとんど米であった。反対に中間部は男

女とも副食を主食よりやや多くとり,その主食もパン食が農村部より多くなっていた。ま

た中間部の夕食時間は都市部より定まっていない結果を示した。

摂取食品群別では,「豆類」,「いも類」,「穀物類」は地域差を示さなかったが「卵類」,

「魚肉類」,「果物類」,「さとう・菓子類」,「油脂類」及び「嗜好飲料」は地域差を示した。

特に農村部はこれらの食品群の摂取において都市部より有意に低い値を示した。またこの

傾向は同じ農村部でも、女子より男子に強くあらわれた。逆に,農村部女子は他地域女子

より「乳製品」,「野菜類」をより多く摂取していた。

口。運動及び生活行動要因

表2に示すごとく,「家の手伝い」,「1日のテレビ視聴時間」については地域差を示さな

かったが,他の多くの項目では地域差が認められた。特に農村部A中学と都市部C中学の

結果は対照的で,農村部中学生は「学習塾」や「けいこ事」をほとんどせす,「通学時間」

は小学校,中学校時代とも長く,「通学方法」では自転車が多いが,バス通学のものもみう

けられた。一方,都市部の中学生は,「通学時間」は小学校,中学校時代とも短かく,ほと

んど徒歩通学であった。学校での「運動クラブ」は中間部B中学女子が他の2地域の女子

より,有意に多くのものが参加している結果を示した。

あそびでは,「野球」,「自転車」,「すもう」をよくするのは中間部であり,「ボールあそ

び」は農村部,「楽器」あそびは都市部が多く,農村部がもっとも少なかった。以上のこと

から,農村部の中学生は他地域の中学生より遠距離通学であり,塾やけいこ事もなく,中

間部の中学生は,中学生になると他の2地域より長時間の徒歩通学をし,学校での運動ク

ラブは女子において特によく実施されていた。都市部の中学生は,距離的に短い徒歩通学

-
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表2 運動及び生活行動要因の地域差について
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であり,運動クラブや運動あそびも他地域より少ない傾向を示した。

ハ。社会経済的要囚

表3より,両親の職業をみると,中間部の父親は自営業,農村部の父親は兼業が他地域

より多く,また,農村部の母親は,他地域のは親より家庭から出で働くケースが多いこと

が推測された。住環境では,「家の大きさ」は地域差を認めなかったが,「日当り・風とお

レ,「住みごこち」は農村部の方が中間部より有意こ良好としていた。[のみ水]は農村部

のはとんどが井戸木より供給していた。

なお,近代的な家庭備品のうち「ステレオ」,「8ミリ」,レレームエアコン」の保有状況

は農村部の方が他地域,特に中間部より低い結果てあった。その他表には小さなかったが

TV,VTR,洗濯機,冷蔵庫,セントラルヒーティングについては3地域間に差は認め

られなかった。

考 按

愛知県の都市部,農村部及びその中間部に居住する児童生徒の小学校人学時から中学3

年までの身長,体重の発育曲線を比較した場合,男反別・地域別に異なる傾向を示した。

すなわち,農付部男子は,他の都巾部及び中間部男子より,すべての学年において身長,

体重とも劣っていた。 しかし,この傾向は女子では認められす,むしろ中間部女子が他の

都市部,農村部女子より,身長に差はみられないが,体側こおいて低値を示し,この差は

学年が進むにつれ拡大していく曲線を小した。この男女異なる発育曲線は,地域差以外の

要因が存在することを示唆している。身長及び体腔発育の地域差についての多くの報告は

都市化の進んでいる地域ほど発育大としている16) 17)18)1S)2O)特に,臼谷ら21)は,僻地にお

ける学童の体位の低下の大きな要囚は遺伝要囚でなく,後天的環境要囚によるものとし,

広範な公衆衛生教育の必要性をといている。

個人の縦断的発育傾向について川畑は、小学校入学時に大きかったものは高校3年でも

大きく,小学校入学時に小さかったものは高校3年でもやはり小さく,早熟,晩熟の個人

差はあっても極端な体位の変動はないとしている。同様の結果を,内野は、5才と15才の

体格値で認め,田中)園田25)は出生後6ヵ月~1年の体位が将来の発育に影響が大であり

この傾向は女子より男子に強くあらわれるとしている。またこの時期にみられる二次性徴

と身長,休眠の発育との間連について,高石)奥野)は,二次性徴の発達しているもの

ほど同一学年であれば身長,体重は大であり,同一身長であれば体重が大であると報告し

ている。

男子のローレル指数は,ほぼ直線的に下降しているが,高校生になると女子にみられる

ように漸次上昇していく。これは性差による発育の最大ピークのすれと関係し,川畑は28)

この時期を男子14~15才,女子12~13才としながらも男女ともさらに1~2年早くなっ

ていると指摘し,吉岡ら29)は,骨成熟よりみて男子12~13才,父子11才をピークとしてい

る。ローレル指数を肥満度指標とすることは,身体組成からみて体脂肪量の少ない過休重

者をとりこむ危険性を言行3o)が,児童生徒に対しては有用な肥満度指標31)として使われて

いる。農村部男子のローレル指数は,都市部,中間部男子のローレル指数より全学年とも

低値を示し,都市部(京都市)の方が農山村部(滋賀県)より肥満度の高いものの出現頻
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度が高率であるとする林の結果と一致した。同じく林は,中学3年女子では逆に農山村

部の方が都市部より出現頻度は高率となり,かつ身長の小なるものほど肥満度は大である

と報告した。

本研究での中学3年女子のローレル指数は,都市部と農村部はほぼ一致し,差は明らか

でなかった。以上のことは,かつてみられた肥満は都市部に多いとする求心的地域集積性

が昭和49年には都市周辺部に急増して地域集積性がみられなくなったという報告31)に類似

している。園田は25)北九州市の中学3年の肥満出現率は男子2.3%,女子3.5 %,やせす

ぎは男子2.6%,女子2A%を報告し,肥満開始時期は乳児期と9~12才としている。そ

の他,大学生の調査より、肥満学生は男女とち6才~8才ですでに正常学生より肥満傾向

にあるという報告もみられる。

また,5才時と15才時の体型は正の相関を示す、思春期の肥満と成人肥満とのつながり

も密接で,この傾向は男子より女子に顕著である、肥満の出現率は,学校,地域,年次に

よって著しく差かあるが,出現率が高率な学校群は入学前の保育所や幼稚園ですでに肥満

が多く,低率な学校群は,小学校入学後の低学年に著しく低率下しており,学校教育の実

践努力の成果を報告していが)のもみられる。土屋は、臨床家の立場から,脂肪細胞の数

がもっとも増加する時期として胎児期の6~9ヵ月目,生後1年位まで,ついで恵存期を

あげ,この時期の肥満を特に警告し,その他の時期による肥満は,各脂肪細胞への中性脂

肪のとり込みの増加に起因するむので,これへの治療効果は前者よりあがるとしている。

前述のごとき農村部男子の身長,体重及びローレル指数が都市部,中間部より劣ってい

る要因として,ます,栄養面での食習慣及び食品摂収状況の差が考えられる。本調査では

農村部では他地域より副食よりも主食を多くとり,その主食も米がはとんどであった。ま

た,農村部男子は,都市部男子より,卵,果物,さとう・果子,油脂,嗜好飲料において

有意に少ない摂取状況であった。この結果は,身長,宛行の差は米類消費とは関係なく,魚

肉,乳卵類,野菜類と関係し,最も高い順相関を示すのは乳卵類であるとする高橋16)の報

告と,米順においては異なるが,後者において一致した。大山は、近年は都市,農村間に

おいて栄養摂取状況の差を認めにくく,逆に農村の方がProtein Score は高いとしている。

その他,偏食の強度と身長,体重の発育差はnegativeである、また,食事回数,夜食習慣,

食事速度は肥満度別にまったく差を認めなかった36)との報告もみられる。

運動と体位との関連については,5才児の骨格筋の活動はの少ないものほど,身長,体

重が劣っているという報告37)がみられるが,本研究結果からは,農村部舅子の体位の低下

については,バス通学や野球あそびが少ない以外は明らかな差はみられなかった。 しかし

中間部女子の運動クラブ実施状況は他地域より有意に高く,これが体重及びローレル指数

増加の抑制に影響していることが推測される。特に肥満の治療・予防には,栄養と運動の

両面の作用が必要であるとされ、Charlesらは、非活動性は余分なカロリー摂取と

同じか,むしろそれ以上に児童の肥満を助長したり,継続させる要因であると報告している。

最後に社会経済的要囚として両親の職業と家庭備品の保有についてみると,農村部の両

親は父,母とも他地域に比して兼業やサラリーマンが多く,家庭から出てのとも働きが多

かった。また,ステレオ,8ミリ,ルームエアコンなどの保有状況も農村部の方が低かっ

た。農村部では純農家は減少して兼業農家が増え,会社員としてとち働き家庭が多くなり

都市と同じ傾向になっているという大山の報告と一致している。 しかし,家庭の職業と
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肥満度とは関連がみられないという報告25)36)がある一方,第一次産業就業人口割合の多い

市町村ほど身長が低く、同様に,第一次産業就業人口割合の多い都道府県ほど身長の最大

発育年齢は遅い。また,都道府県別各種経済指標(エンゲル係数,民力水準など)と身長

発育及び肥満出現率には順相関がみられるという報告もあること。さらに男女別には,社

会経済的要因(父親の職業)は,女子より男子の体位に,かつ,体重より身長に強く影響

するといわれることから,農村部男子の体位の低下は,社会経済的要因が影響を及ぼして

いるものと考えられる。外国の報告では,テキサスの低所得階層の男女の身長,体重は,

全米の25%値とはぼ同等、肥満は社会階層が低いほど出現率が高く、同じ低所得層でも人

種、性により肥満度に差の生じる47)ことが報告されている。またGarnらは、成人女子

は貧しいほど脂肪ぶとりで,富めるものはどやせているが,一方,成人男子では収入の多

いものほど肥満であるという性差を報告すると同時に,女性については,15才ごろまでは

高所得層の女子の方が皮下脂肪が多かったのが,15才以後は低所得層の女性の方が皮下脂

肪が多くなるという“逆転"現象を報告している。

以上,身長,体重及びローレル指数の発育の地域差とそれに影響を及ぼす要因について

検討を試み,若干の成果は得られたが,今後さらに詳しい研究が必要であると考える。

結 論

本研究は,小中学校9年間の身長,体重及びローレル指数の推移を,都市部,農村部及

びその中間に位置する3地域の中学3年生236名を対象に,縦断的後向き調査を実施し,

発育の地域差を明らかにすることと,その地域差に影響を及ぼす要因について究明し,以

下の知見を得たので報告する。

1.農村部男子は,身長,体重及びローレル指数とも他の都市部,中間部男子よりすべて

の学年で低い発育曲線を示した。

2.農村部男子の発育が他地域男子より劣るのは,栄養学的並びに社会経済的要因との関

連が小唆された。

3.一方,女子については,身長は3地域に差を認めなかったが,中間部女子の体重及び

ローレル指数は他地域女子より低い傾向を示した。

4.中間部女子が他地域より体重,ローレル指数の増加を抑制しているのは,特に運動要

因の影響が大きく作用していると結論づけた。

稿を終るにあたり,データの解析及び構成につきまして深甚な御指導をいただきまし

た名削

快よく調査にご協力いただきました中学校の関係者の方々に心より感謝致します。

(昭和57年8月30日受理)
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